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第６章 都市構造と鉄道利用に関する分析 

 
新たな国土形成計画においては、「対流促進型国土」を国土の基本構想とし、国土構造、地域構造の

方向性として重層的かつ強靭な「コンパクト＆ネットワーク」、「東京一極集中の是正と東京圏の位置

づけ」等の方向性が示されている。 
このような方向性を踏まえつつ、国勢調査等による居住地・従業地分布の変化の把握と合わせ、平成

27 年度の調査結果から把握された、都心・副都心への輸送需要変化（ＯＤ量の増加）に関する分析、臨

海部等の大規模開発と輸送需要変化との関係等の分析、沿線地域の人口変化と輸送需要変化との関係等

の分析を行った。 
なお、時系列集計を行うため、定期券発売実績による拡大マスターデータを使用し、分析対象は定期

券利用者としている。 
①都心・副都心への輸送需要変化に関する分析 
②郊外部のまちづくりと輸送需要変化に関する分析 
③業務核都市等の輸送需要変化に関する分析 
④大規模開発と輸送需要変化に関する分析 
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６－１ 都心・副都心への輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①都心・副都心の人口推移 

• 都心３区、副都心３区の夜間人口はともに増加傾向であり、最近５年間の人口伸び率

は都心３区が 18％、副都心３区が 4％となっている。人口増加数でみると、都心３区

で約７万人、副都心３区で約３万人増加している。  

• 昼間人口の伸び率は、最近５年間で、都心３区が４％、副都心３区が２％である。人

口増加数でみると、都心３区で約９万人、副都心３区で約４万人増加している。  
 

 

注）都心３区：千代田区、中央区、港区、副都心３区：新宿区、豊島区、渋谷区（以下同様） 

図 6-1-1 都心・副都心の夜間人口・昼間人口の推移（首都圏） 

資料：国勢調査 

 

表 6-1-1 都心・副都心の夜間人口・昼間人口の推移（首都圏） 

 

資料：国勢調査 
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都心3区 326,038 375,008 442,872 1.15 1.18 48,970 67,864

副都心3区 759,635 815,479 849,260 1.07 1.04 55,844 33,781

都心3区 2,410,055 2,311,346 2,402,456 0.96 1.04 -98,709 91,110

副都心3区 1,691,372 1,693,813 1,731,804 1.00 1.02 2,441 37,991

夜間人口

昼間人口

（万人） 
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②都心・副都心の降車人員の変化 

• 都心３区内の鉄道駅の降車人員は微増、副都心３区内の鉄道駅の降車人員は H22 から

H27 に大きく増加している。  

• 都心・副都心駅を最終降車駅とする利用者の出発地分布をみると、都心３区は副都心

３区や 23 区内からの利用割合が高まっている。副都心３区は 23 区内や多摩東部から

の利用割合が高まっている。  

 

図 6-1-2 都心・副都心駅の降車人員の変化（定期券利用）（首都圏） 

 

 

図 6-1-3 都心・副都心を目的地とする利用者の出発地分布の変化（定期券利用）（首都圏） 
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（２）中京圏 

①都心の人口推移 

• 都心４区の夜間人口は増加傾向であり、最近５年間の人口伸び率は２％となっている。

人口増加数でみると、約８千人増加している。  

• 昼間人口の伸び率は、最近５年間で２％である。人口増加数でみると、約 1.4 万人増

加している。  
 

 

注）都心４区：名古屋市東区、中区、中村区、熱田区（以下同様） 

図 6-1-4 都心の夜間人口・昼間人口の推移（中京圏） 

資料：国勢調査 

 

表 6-1-2 都心の夜間人口・昼間人口の推移（中京圏） 

 

資料：国勢調査 
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昼間人口 都心4区 763,831 729,600 744,030 0.96 1.02 -34,231 14,430
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資料：国勢調査 
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②都心の降車人員の変化 

• 都心４区内の鉄道駅の最終降車人員は徐々に増加している。  

• 都心４区を最終降車駅とする利用者の出発地分布をみると、名古屋市その他区部が最

も多い。都心４区内からの利用割合が高まっている。  
 

 

図 6-1-5 都心駅の降車人員の変化（定期券利用）（中京圏） 

 

 

図 6-1-6 都心を目的地とする利用者の出発地分布の変化（定期券利用）（中京圏） 
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（３）近畿圏 

①都心・副都心の人口推移 

• 都心３区、副都心２区の夜間人口はともに増加傾向であり、最近５年間の人口伸び率

は都心３区が 14％、副都心２区が 11％となっている。人口増加数でみると、都心３区

で約 3.7 万人、副都心２区で約 1.4 万人増加している。  

• 昼間人口の伸び率は、最近５年間で、都心３区が２％、副都心２区が６％である。人

口増加数でみると、都心３区で約 1.6 万人、副都心２区で約 1.2 万人増加している。  
 

 

注）都心３区：大阪市北区、中央区、西区、副都心２区：大阪市天王寺区、浪速区（以下同様） 

図 6-1-7 都心・副都心の夜間人口・昼間人口の推移（近畿圏） 

資料：国勢調査 

 

表 6-1-3 都心・副都心の夜間人口・昼間人口の推移（近畿圏） 

 

資料：国勢調査 
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（３）近畿圏 

①都心・副都心の人口推移 

• 都心３区、副都心２区の夜間人口はともに増加傾向であり、最近５年間の人口伸び率

は都心３区が 14％、副都心２区が 11％となっている。人口増加数でみると、都心３区

で約 3.7 万人、副都心２区で約 1.4 万人増加している。  

• 昼間人口の伸び率は、最近５年間で、都心３区が２％、副都心２区が６％である。人

口増加数でみると、都心３区で約 1.6 万人、副都心２区で約 1.2 万人増加している。  
 

 

注）都心３区：大阪市北区、中央区、西区、副都心２区：大阪市天王寺区、浪速区（以下同様） 

図 6-1-7 都心・副都心の夜間人口・昼間人口の推移（近畿圏） 

資料：国勢調査 

 

表 6-1-3 都心・副都心の夜間人口・昼間人口の推移（近畿圏） 

 

資料：国勢調査 
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②都心・副都心の降車人員の変化 

• 都心３区内の鉄道駅の降車人員は減少傾向、副都心２区内の鉄道駅の降車人員は増加

傾向である。  

• 都心３区を最終降車駅とする利用者の出発地分布をみると、大阪市区部（都心・副都

心除く）や大阪北東部からの利用割合が高まっている。  
 

 

図 6-1-8 都心・副都心駅の降車人員の変化（定期券利用）（近畿圏） 

 

 

図 6-1-9 都心を目的地とする利用者の出発地分布の変化（定期券利用）（近畿圏） 
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６－２ 郊外部のまちづくりと輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①地域ブロック別人口の推移 

• 地域ブロック別人口の最近５年間の推移をみると、夜間人口は多くの地域で増加して

いるが、就業・就学人口は全地域で減少している。  

• 従業・通学人口は、都心３区、川崎市、埼玉県や千葉県の一部地域のみ増加している。 
 

表 6-2-1 地域ブロック別人口の推移 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22

都心3区 375,008 442,872 1.181 192,493 173,648 0.902 2,119,759 2,132,119 1.006

副都心3区 815,479 849,260 1.041 369,806 343,475 0.929 1,225,642 1,223,009 0.998
23区東部 1,829,978 1,878,594 1.027 993,423 929,921 0.936 890,658 864,300 0.970
23区北東部 1,269,276 1,300,183 1.024 654,154 577,172 0.882 790,748 722,518 0.914
23区北西部 1,587,492 1,624,714 1.023 812,850 721,865 0.888 586,901 532,802 0.908
23区西部 1,741,457 1,795,558 1.031 855,135 796,166 0.931 655,493 643,669 0.982
23区南部 1,327,005 1,381,559 1.041 702,192 690,202 0.983 847,985 835,705 0.986
多摩東部 2,370,518 2,394,732 1.010 1,310,308 1,271,217 0.970 1,020,975 1,011,540 0.991
多摩南部 1,419,575 1,430,411 1.008 784,717 746,077 0.951 674,628 663,834 0.984
多摩西部 395,785 390,897 0.988 225,649 203,202 0.901 184,130 170,349 0.925
横浜市 3,688,773 3,724,844 1.010 2,154,372 2,009,290 0.933 1,760,839 1,687,788 0.959
川崎市 1,425,512 1,475,213 1.035 796,245 793,624 0.997 610,519 615,484 1.008
相模原市 1,424,469 1,425,593 1.001 805,297 776,078 0.964 635,475 622,720 0.980
神奈川県南東部 936,044 943,880 1.008 555,408 527,439 0.950 497,129 486,524 0.979
神奈川県中央部 840,766 821,966 0.978 507,629 452,051 0.891 445,641 400,840 0.899
神奈川県南西部 717,544 720,780 1.005 420,721 389,400 0.926 316,265 302,032 0.955
さいたま市 1,978,521 2,050,501 1.036 1,191,292 1,137,800 0.955 938,633 912,576 0.972
埼玉県南央部 1,252,758 1,272,002 1.015 737,531 719,016 0.975 523,646 532,129 1.016
埼玉県南東部 524,883 515,442 0.982 322,375 306,537 0.951 247,803 249,304 1.006
埼玉県北東部 529,658 529,055 0.999 322,018 309,969 0.963 222,454 219,525 0.987
埼玉県中央部 472,290 462,206 0.979 286,284 270,890 0.946 266,555 255,101 0.957
埼玉県北西部 2,389,744 2,394,024 1.002 1,417,171 1,347,987 0.951 1,102,134 1,085,439 0.985
埼玉県南西部 961,749 971,882 1.011 537,366 520,904 0.969 492,634 497,106 1.009
千葉市 577,957 572,962 0.991 332,803 323,955 0.973 297,346 297,440 1.000
千葉県南部 287,754 277,872 0.966 169,881 156,027 0.918 135,708 127,463 0.939
千葉県東部 645,275 639,359 0.991 385,507 365,270 0.948 315,355 309,987 0.983
千葉県北東部 1,858,521 1,892,968 1.019 1,080,657 1,049,594 0.971 766,278 763,104 0.996
千葉県西部 1,341,961 1,356,996 1.011 773,835 750,709 0.970 533,247 536,777 1.007
千葉県北西部 1,055,208 1,053,035 0.998 629,367 611,822 0.972 562,465 565,351 1.005
茨城県南部 473,519 458,985 0.969 293,839 279,862 0.952 262,947 255,962 0.973
茨城県西部 105,523 102,726 0.973 64,752 61,845 0.955 61,517 61,077 0.993

合計 36,620,002 37,151,071 1.015 20,685,077 19,613,014 0.948 19,991,509 19,583,574 0.980

夜間人口 就業・就学人口 従業・通学人口
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②都心・副都心の降車人員の変化 

• 都心３区内の鉄道駅の降車人員は減少傾向、副都心２区内の鉄道駅の降車人員は増加

傾向である。  

• 都心３区を最終降車駅とする利用者の出発地分布をみると、大阪市区部（都心・副都

心除く）や大阪北東部からの利用割合が高まっている。  
 

 

図 6-1-8 都心・副都心駅の降車人員の変化（定期券利用）（近畿圏） 

 

 

図 6-1-9 都心を目的地とする利用者の出発地分布の変化（定期券利用）（近畿圏） 
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６－２ 郊外部のまちづくりと輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①地域ブロック別人口の推移 

• 地域ブロック別人口の最近５年間の推移をみると、夜間人口は多くの地域で増加して

いるが、就業・就学人口は全地域で減少している。  

• 従業・通学人口は、都心３区、川崎市、埼玉県や千葉県の一部地域のみ増加している。 
 

表 6-2-1 地域ブロック別人口の推移 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人）

H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22

都心3区 375,008 442,872 1.181 192,493 173,648 0.902 2,119,759 2,132,119 1.006

副都心3区 815,479 849,260 1.041 369,806 343,475 0.929 1,225,642 1,223,009 0.998
23区東部 1,829,978 1,878,594 1.027 993,423 929,921 0.936 890,658 864,300 0.970
23区北東部 1,269,276 1,300,183 1.024 654,154 577,172 0.882 790,748 722,518 0.914
23区北西部 1,587,492 1,624,714 1.023 812,850 721,865 0.888 586,901 532,802 0.908
23区西部 1,741,457 1,795,558 1.031 855,135 796,166 0.931 655,493 643,669 0.982
23区南部 1,327,005 1,381,559 1.041 702,192 690,202 0.983 847,985 835,705 0.986
多摩東部 2,370,518 2,394,732 1.010 1,310,308 1,271,217 0.970 1,020,975 1,011,540 0.991
多摩南部 1,419,575 1,430,411 1.008 784,717 746,077 0.951 674,628 663,834 0.984
多摩西部 395,785 390,897 0.988 225,649 203,202 0.901 184,130 170,349 0.925
横浜市 3,688,773 3,724,844 1.010 2,154,372 2,009,290 0.933 1,760,839 1,687,788 0.959
川崎市 1,425,512 1,475,213 1.035 796,245 793,624 0.997 610,519 615,484 1.008
相模原市 1,424,469 1,425,593 1.001 805,297 776,078 0.964 635,475 622,720 0.980
神奈川県南東部 936,044 943,880 1.008 555,408 527,439 0.950 497,129 486,524 0.979
神奈川県中央部 840,766 821,966 0.978 507,629 452,051 0.891 445,641 400,840 0.899
神奈川県南西部 717,544 720,780 1.005 420,721 389,400 0.926 316,265 302,032 0.955
さいたま市 1,978,521 2,050,501 1.036 1,191,292 1,137,800 0.955 938,633 912,576 0.972
埼玉県南央部 1,252,758 1,272,002 1.015 737,531 719,016 0.975 523,646 532,129 1.016
埼玉県南東部 524,883 515,442 0.982 322,375 306,537 0.951 247,803 249,304 1.006
埼玉県北東部 529,658 529,055 0.999 322,018 309,969 0.963 222,454 219,525 0.987
埼玉県中央部 472,290 462,206 0.979 286,284 270,890 0.946 266,555 255,101 0.957
埼玉県北西部 2,389,744 2,394,024 1.002 1,417,171 1,347,987 0.951 1,102,134 1,085,439 0.985
埼玉県南西部 961,749 971,882 1.011 537,366 520,904 0.969 492,634 497,106 1.009
千葉市 577,957 572,962 0.991 332,803 323,955 0.973 297,346 297,440 1.000
千葉県南部 287,754 277,872 0.966 169,881 156,027 0.918 135,708 127,463 0.939
千葉県東部 645,275 639,359 0.991 385,507 365,270 0.948 315,355 309,987 0.983
千葉県北東部 1,858,521 1,892,968 1.019 1,080,657 1,049,594 0.971 766,278 763,104 0.996
千葉県西部 1,341,961 1,356,996 1.011 773,835 750,709 0.970 533,247 536,777 1.007
千葉県北西部 1,055,208 1,053,035 0.998 629,367 611,822 0.972 562,465 565,351 1.005
茨城県南部 473,519 458,985 0.969 293,839 279,862 0.952 262,947 255,962 0.973
茨城県西部 105,523 102,726 0.973 64,752 61,845 0.955 61,517 61,077 0.993

合計 36,620,002 37,151,071 1.015 20,685,077 19,613,014 0.948 19,991,509 19,583,574 0.980

夜間人口 就業・就学人口 従業・通学人口
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• 平成 22 年から平成 27 年にかけての 500ｍメッシュ別人口の変化をみると、都心部や

鉄道駅周辺において人口増加がみられる。一方で、郊外部は人口が減少したメッシュ

が多く分布している。  

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-1 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（首都圏） 

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-2 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（都心拡大図）（首都圏） 
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②地域ブロック別発生量・集中量の推移 

• 定期券利用者の伸び率を地域ブロック別にみると、圏域の郊外地域に発生量が減少し

た地域が多くみられる。一方、集中量は多くの地域で増加している。  

• 発生量、集中量がともに減少したのは埼玉県南西部のみである。  
 

 

図 6-2-3 地域ブロック別発生量・集中量の推移（定期券利用） 

注）発生・集中量が 5000 人未満の地域は除く（多摩西部、千葉県南部、千葉県東部、茨城県西部） 

注）千葉県北東部は平成 27 年調査から調査対象駅として成田空港駅が追加されたことにより、今まで捉

えられなかった空港への通勤者のサンプルが多く捉えられていると考えられる。千葉県北西部は近年

増加が著しいつくばエクスプレスの利用

者増加の影響が考えられる。埼玉県南央部

はさいたま新都心や武蔵浦和地区を含み、

夜間・昼間人口ともに増加している地域で

ある。  
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• 平成 22 年から平成 27 年にかけての 500ｍメッシュ別人口の変化をみると、都心部や

鉄道駅周辺において人口増加がみられる。一方で、郊外部は人口が減少したメッシュ

が多く分布している。  

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-1 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（首都圏） 

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-2 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（都心拡大図）（首都圏） 
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②地域ブロック別発生量・集中量の推移 

• 定期券利用者の伸び率を地域ブロック別にみると、圏域の郊外地域に発生量が減少し

た地域が多くみられる。一方、集中量は多くの地域で増加している。  

• 発生量、集中量がともに減少したのは埼玉県南西部のみである。  
 

 

図 6-2-3 地域ブロック別発生量・集中量の推移（定期券利用） 

注）発生・集中量が 5000 人未満の地域は除く（多摩西部、千葉県南部、千葉県東部、茨城県西部） 

注）千葉県北東部は平成 27 年調査から調査対象駅として成田空港駅が追加されたことにより、今まで捉
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③地域ブロック別流動種類別利用者数の推移 

• 地域ブロック間ＯＤ量の伸び率を、地域内々と地域内外の流動種類別にみると、多く

の地域で地域内外に比べ、地域内々の定期券利用者が増加している。地域内外の伸び

率の方が大きいのは、23 区内の３地域や川崎市等の地域のみであり、定期券利用のＯ

Ｄが短距離化する傾向がみられる。  
 

 

 

図 6-2-4 地域ブロック別流動種類別利用者数の推移（定期券利用） 
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（２）中京圏 

①地域ブロック別人口の推移 

• 地域ブロック別人口の最近５年間の推移をみると、夜間人口は名古屋市を含む愛知県

内で増加した地域が多い。  

• 就業・就学人口は最近 5 年間では減少した地域が多い。従業・通学人口は、概ね横ば

いの地域が多くみられるが、尾張中部、尾張南東部、衣浦東部地域で３％以上の増加

となっている。  
 

表 6-2-2 地域ブロック別人口の推移（中京圏） 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22

都心４区 352,508 360,347 1.02 193,474 190,502 0.98 563,313 573,303 1.02

その他区部 1,911,386 1,935,291 1.01 1,112,069 1,087,181 0.98 1,000,864 992,374 0.99
海部津島 331,326 329,158 0.99 205,977 201,635 0.98 160,915 161,637 1.00
尾張中部 161,733 166,637 1.03 99,811 99,435 1.00 88,102 91,622 1.04
尾張西部 515,008 517,735 1.01 315,931 309,454 0.98 249,577 250,437 1.00
尾張北部 730,973 733,279 1.00 442,248 429,259 0.97 404,007 402,653 1.00
尾張北東部 213,364 209,833 0.98 127,357 123,174 0.97 96,573 95,395 0.99
尾張南東部 247,855 257,560 1.04 155,838 157,202 1.01 138,681 143,126 1.03
知多 614,794 620,905 1.01 387,810 379,486 0.98 343,061 339,588 0.99
豊田加茂 481,585 484,352 1.01 303,291 296,537 0.98 341,703 342,300 1.00
衣浦東部 508,915 521,988 1.03 325,413 324,720 1.00 338,800 350,320 1.03
岡崎額田 410,287 420,600 1.03 259,200 264,237 1.02 232,995 237,001 1.02
西尾幡豆 165,298 167,990 1.02 108,475 108,533 1.00 99,432 101,659 1.02
宝飯 264,177 263,536 1.00 168,382 165,795 0.98 151,963 150,001 0.99
豊橋市 376,665 374,765 0.99 234,422 231,156 0.99 221,578 219,854 0.99
東濃 267,175 258,071 0.97 165,249 157,453 0.95 138,528 136,711 0.99
加茂 207,504 207,180 1.00 127,198 126,361 0.99 113,741 114,091 1.00
中濃 289,280 281,717 0.97 180,259 174,281 0.97 162,256 162,702 1.00
岐阜市 413,136 406,735 0.98 251,199 240,802 0.96 262,965 253,645 0.96
岐阜南・西部 219,202 221,227 1.01 136,409 136,532 1.00 109,629 109,619 1.00
大垣 385,021 372,399 0.97 236,666 228,854 0.97 213,977 208,683 0.98
中津川 80,910 78,883 0.97 48,090 48,277 1.00 46,865 47,130 1.01
北勢北部 218,490 217,819 1.00 138,043 134,556 0.97 122,573 123,589 1.01
北勢南部 570,666 572,956 1.00 346,709 337,524 0.97 331,434 329,323 0.99
中勢 285,746 279,886 0.98 167,825 162,700 0.97 174,172 171,084 0.98

中京圏 10,223,004 10,260,849 1.00 6,237,345 6,115,646 0.98 6,107,704 6,107,847 1.00

夜間人口 就業・就学人口 従業・通学人口
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③地域ブロック別流動種類別利用者数の推移 
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率の方が大きいのは、23 区内の３地域や川崎市等の地域のみであり、定期券利用のＯ

Ｄが短距離化する傾向がみられる。  
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（２）中京圏 

①地域ブロック別人口の推移 
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• 平成 22 年から平成 27 年にかけての 500ｍメッシュ別人口の変化をみると、名古屋市

内や周辺主要都市において 500 人以上人口が増加したメッシュが点在している。一方

で、郊外部は人口が減少したメッシュが多く分布している。  

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-5 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（中京圏） 

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-6 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（都心拡大図）（中京圏） 
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②地域ブロック別発生量・集中量の推移 

• 定期券利用者の伸び率を地域ブロック別にみると、都心４区、衣浦東部、知多等で、

発生量、集中量ともに増加している。  

• 岡崎額田、岐阜南・西部、岐阜市、北勢南部、東濃は発生量、集中量がともに減少し

ている。  
 

  
図 6-2-7 地域ブロック別発生量・集中量の推移（定期券利用）（中京圏） 
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図 6-2-6 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（都心拡大図）（中京圏） 
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②地域ブロック別発生量・集中量の推移 

• 定期券利用者の伸び率を地域ブロック別にみると、都心４区、衣浦東部、知多等で、

発生量、集中量ともに増加している。  

• 岡崎額田、岐阜南・西部、岐阜市、北勢南部、東濃は発生量、集中量がともに減少し

ている。  
 

  
図 6-2-7 地域ブロック別発生量・集中量の推移（定期券利用）（中京圏） 
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③地域ブロック別流動種類別利用者数の推移 

• 地域ブロック間ＯＤ量の伸び率を、地域内々と地域内外の流動種類別にみると、多く

の地域で地域内外に比べ、地域内々の定期券利用者が増加している。地域内外の伸び

率の方が大きく、かつ増加しているのは名古屋市その他区部、知多、北勢南部のみで

ある。全体的に定期券利用のＯＤが短距離化する傾向がみられる。  
 

 

図 6-2-8 地域ブロック別流動種類別利用者数の推移（定期券利用）（中京圏） 
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（３）近畿圏 

①地域ブロック別人口の推移 

• 地域ブロック別人口の最近５年間の推移をみると、夜間人口は都心・副都心を含む９

地域で増加しているが、就業・就学人口は琵琶湖東北部以外の全ての地域で減少して

いる。  

• 従業・通学人口は、滋賀県の３地域等で増加している。  
 

表 6-2-3 地域ブロック別人口の推移（近畿圏） 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22

都心３区 272,137 309,166 1.14 137,341 135,364 0.99 885,375 867,998 0.98

副都心２区 131,520 145,495 1.11 60,891 56,882 0.93 139,427 136,447 0.98
その他区部 2,261,657 2,236,524 0.99 1,178,467 1,016,263 0.86 1,151,765 1,046,064 0.91
大阪北西部 657,104 662,149 1.01 370,432 358,448 0.97 280,567 276,871 0.99
大阪北東部 1,100,634 1,121,320 1.02 622,845 612,756 0.98 534,494 534,507 1.00
北河内 1,185,935 1,164,015 0.98 650,501 597,082 0.92 539,865 496,566 0.92
中河内 855,766 842,696 0.98 467,422 424,777 0.91 446,695 421,956 0.94
南河内 636,008 612,886 0.96 355,128 326,369 0.92 258,951 245,893 0.95
泉北 1,182,223 1,175,143 0.99 648,019 628,099 0.97 532,025 533,102 1.00
泉南 582,261 570,075 0.98 328,402 312,099 0.95 265,975 259,170 0.97
神戸市 1,544,200 1,537,272 1.00 842,678 810,995 0.96 855,825 840,690 0.98
阪神臨海 1,225,753 1,232,646 1.01 692,624 642,521 0.93 561,240 537,902 0.96
阪神内陸 528,078 524,807 0.99 299,652 288,971 0.96 197,183 194,917 0.99
篠山市 43,263 41,490 0.96 26,849 25,390 0.95 23,894 22,834 0.96
東播臨海 716,006 716,633 1.00 406,971 397,714 0.98 331,718 329,952 0.99
東播内陸 130,689 125,758 0.96 78,874 73,726 0.93 73,638 73,253 0.99
姫路市 536,270 535,664 1.00 314,554 308,225 0.98 315,446 309,912 0.98
京都中部 127,613 122,624 0.96 78,787 72,470 0.92 64,568 60,710 0.94
京都市 1,474,015 1,475,183 1.00 832,125 761,415 0.92 924,147 890,375 0.96
京都南部 709,725 703,923 0.99 411,240 394,422 0.96 317,553 315,714 0.99
北和 790,283 776,885 0.98 444,050 427,988 0.96 359,604 356,636 0.99
中和西部 304,621 299,098 0.98 171,715 165,534 0.96 123,341 120,389 0.98
中和東部 219,978 212,460 0.97 120,787 115,408 0.96 95,276 93,686 0.98
南和 62,278 56,465 0.91 35,065 31,623 0.90 31,607 30,122 0.95
大津湖南 658,678 674,717 1.02 398,135 395,808 0.99 366,668 364,417 0.99
甲賀 147,318 145,190 0.99 93,195 90,117 0.97 87,422 87,816 1.00
中部 233,003 229,799 0.99 144,763 141,808 0.98 129,673 131,182 1.01
琵琶湖東北部 155,101 156,273 1.01 94,036 94,849 1.01 93,615 95,588 1.02
伊賀 177,491 169,376 0.95 105,867 100,965 0.95 96,527 95,600 0.99
橋本 75,299 71,350 0.95 44,853 41,931 0.93 33,311 31,958 0.96
和歌山 489,086 480,222 0.98 277,523 268,034 0.97 272,278 266,708 0.98

近畿圏 19,213,993 19,127,304 1.00 10,733,791 10,118,053 0.94 10,389,673 10,068,935 0.97

夜間人口 就業・就学人口 従業・通学人口
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③地域ブロック別流動種類別利用者数の推移 

• 地域ブロック間ＯＤ量の伸び率を、地域内々と地域内外の流動種類別にみると、多く

の地域で地域内外に比べ、地域内々の定期券利用者が増加している。地域内外の伸び

率の方が大きく、かつ増加しているのは名古屋市その他区部、知多、北勢南部のみで

ある。全体的に定期券利用のＯＤが短距離化する傾向がみられる。  
 

 

図 6-2-8 地域ブロック別流動種類別利用者数の推移（定期券利用）（中京圏） 
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（３）近畿圏 

①地域ブロック別人口の推移 

• 地域ブロック別人口の最近５年間の推移をみると、夜間人口は都心・副都心を含む９

地域で増加しているが、就業・就学人口は琵琶湖東北部以外の全ての地域で減少して

いる。  

• 従業・通学人口は、滋賀県の３地域等で増加している。  
 

表 6-2-3 地域ブロック別人口の推移（近畿圏） 

 

資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22 H22 H27 H27/H22

都心３区 272,137 309,166 1.14 137,341 135,364 0.99 885,375 867,998 0.98

副都心２区 131,520 145,495 1.11 60,891 56,882 0.93 139,427 136,447 0.98
その他区部 2,261,657 2,236,524 0.99 1,178,467 1,016,263 0.86 1,151,765 1,046,064 0.91
大阪北西部 657,104 662,149 1.01 370,432 358,448 0.97 280,567 276,871 0.99
大阪北東部 1,100,634 1,121,320 1.02 622,845 612,756 0.98 534,494 534,507 1.00
北河内 1,185,935 1,164,015 0.98 650,501 597,082 0.92 539,865 496,566 0.92
中河内 855,766 842,696 0.98 467,422 424,777 0.91 446,695 421,956 0.94
南河内 636,008 612,886 0.96 355,128 326,369 0.92 258,951 245,893 0.95
泉北 1,182,223 1,175,143 0.99 648,019 628,099 0.97 532,025 533,102 1.00
泉南 582,261 570,075 0.98 328,402 312,099 0.95 265,975 259,170 0.97
神戸市 1,544,200 1,537,272 1.00 842,678 810,995 0.96 855,825 840,690 0.98
阪神臨海 1,225,753 1,232,646 1.01 692,624 642,521 0.93 561,240 537,902 0.96
阪神内陸 528,078 524,807 0.99 299,652 288,971 0.96 197,183 194,917 0.99
篠山市 43,263 41,490 0.96 26,849 25,390 0.95 23,894 22,834 0.96
東播臨海 716,006 716,633 1.00 406,971 397,714 0.98 331,718 329,952 0.99
東播内陸 130,689 125,758 0.96 78,874 73,726 0.93 73,638 73,253 0.99
姫路市 536,270 535,664 1.00 314,554 308,225 0.98 315,446 309,912 0.98
京都中部 127,613 122,624 0.96 78,787 72,470 0.92 64,568 60,710 0.94
京都市 1,474,015 1,475,183 1.00 832,125 761,415 0.92 924,147 890,375 0.96
京都南部 709,725 703,923 0.99 411,240 394,422 0.96 317,553 315,714 0.99
北和 790,283 776,885 0.98 444,050 427,988 0.96 359,604 356,636 0.99
中和西部 304,621 299,098 0.98 171,715 165,534 0.96 123,341 120,389 0.98
中和東部 219,978 212,460 0.97 120,787 115,408 0.96 95,276 93,686 0.98
南和 62,278 56,465 0.91 35,065 31,623 0.90 31,607 30,122 0.95
大津湖南 658,678 674,717 1.02 398,135 395,808 0.99 366,668 364,417 0.99
甲賀 147,318 145,190 0.99 93,195 90,117 0.97 87,422 87,816 1.00
中部 233,003 229,799 0.99 144,763 141,808 0.98 129,673 131,182 1.01
琵琶湖東北部 155,101 156,273 1.01 94,036 94,849 1.01 93,615 95,588 1.02
伊賀 177,491 169,376 0.95 105,867 100,965 0.95 96,527 95,600 0.99
橋本 75,299 71,350 0.95 44,853 41,931 0.93 33,311 31,958 0.96
和歌山 489,086 480,222 0.98 277,523 268,034 0.97 272,278 266,708 0.98

近畿圏 19,213,993 19,127,304 1.00 10,733,791 10,118,053 0.94 10,389,673 10,068,935 0.97
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• 平成 22 年から平成 27 年にかけての 500ｍメッシュ別人口の変化をみると、都心部や

周辺主要都市において人口増加がみられる。一方で、郊外部は人口が減少したメッシ

ュが多く分布している。  

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-9 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（近畿圏） 

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-10 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（都心拡大図）（近畿圏） 
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②地域ブロック別発生量・集中量の推移 

• 定期券利用者の伸び率を地域ブロック別にみると、神戸市や大阪北東部で発生量、集

中量ともに増加している。中和西部、東播磨臨海等では発生量は減少したが、集中量

は増加している。  

• 橋本、中和東部地域等では発生量、集中量がともに減少している。  
 

 

図 6-2-11 地域ブロック別発生量・集中量の推移（定期券利用）（近畿圏） 

注）発生・集中量がともに 5000 人未満の地域は除く（兵庫県篠山市、奈良県南和） 
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• 平成 22 年から平成 27 年にかけての 500ｍメッシュ別人口の変化をみると、都心部や

周辺主要都市において人口増加がみられる。一方で、郊外部は人口が減少したメッシ

ュが多く分布している。  

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-9 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（近畿圏） 

 

 

資料：国勢調査 

図 6-2-10 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（都心拡大図）（近畿圏） 
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②地域ブロック別発生量・集中量の推移 

• 定期券利用者の伸び率を地域ブロック別にみると、神戸市や大阪北東部で発生量、集

中量ともに増加している。中和西部、東播磨臨海等では発生量は減少したが、集中量

は増加している。  

• 橋本、中和東部地域等では発生量、集中量がともに減少している。  
 

 

図 6-2-11 地域ブロック別発生量・集中量の推移（定期券利用）（近畿圏） 

注）発生・集中量がともに 5000 人未満の地域は除く（兵庫県篠山市、奈良県南和） 
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③地域ブロック別流動種類別利用者数の推移 

• 地域ブロック間ＯＤ量の伸び率を、地域内々と地域内外の流動種類別にみると、多く

の地域で地域内外に比べ、地域内々の定期券利用者が増加している。地域内外の伸び

率の方が大きく、かつ増加しているのは副都心２区のみである。全体的に定期券利用

のＯＤが短距離化する傾向がみられる。  
 

 

図 6-2-12 地域ブロック別流動種類別利用者数の推移（定期券利用）（近畿圏） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都心３区
副都心２区

その他区部

大阪北西部

大阪北東部

北河内

中河内
南河内泉北

泉南

神戸市

阪神臨海

東播臨海

姫路市

京都市 京都南部

北和

中和西部

中和東部

大津湖南 中部

和歌山

伊賀

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

0.50 0.60 0.70 0.80 0.90 1.00 1.10 1.20 1.30 1.40 1.50 1.60 1.70 1.80 1.90 2.00

内
外
伸
び
率
（
H2

7/
H2

2）

内々伸び率（H27/H22）

- 157 - 
 

６－３ 業務核都市等の輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①分析対象地域（業務核都市等） 

• 分析対象とする地域及び分析対象ゾーンは以下のとおりである。 

 

 表 6-3-1 分析対象地域及び分析対象ゾーン 

 

 

②都市別発生量・集中量の変化 

• 定期券利用の発生量は、川崎市（川崎区）、町田市・相模原市等で増加、さいたま市（中

央区）や千葉市（美浜区）で減少している。  
• 定期券利用の集中量は、さいたま市（中央区）、千葉市（美浜区）、副都心３区で増加

が顕著である。  
 

 

図 6-3-1 都市別発生量・集中量の変化（定期券利用）（首都圏） 

 

 

 

分析対象地域 分析対象ゾーン

横浜市（西区・中区） 横浜市西区・中区全域

川崎市（川崎区） 川崎市川崎区全域

八王子市・立川市・多摩市 八王子市・立川市・多摩市の一部

町田市・相模原市 町田市・相模原市の一部

さいたま市（中央区） さいたま市中央区全域

千葉市（美浜区） 千葉市美浜区全域

都心3区（千代田区・中央区・港区） 千代田区・中央区・港区全域

副都心3区（新宿区・渋谷区・豊島区） 新宿区・渋谷区・豊島区全域

55,935

182,801

49,165

176,230

55,774

192,397

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

発生量 集中量

横浜市（西区・中区）

H17 H22 H27

（人/日）

35,610

67,045

39,371

68,482

48,491

66,608

0

20,000

40,000

60,000

80,000

発生量 集中量

川崎市（川崎区）

H17 H22 H27

（人/日）

129,093
145,244131,476

151,440

124,789
146,385

0

50,000

100,000

150,000

200,000

発生量 集中量

八王子市・立川市・多摩市の一部

H17 H22 H27

（人/日）

91,553

45,226

101,442

44,784

108,007

53,524

0

50,000

100,000

150,000

発生量 集中量

町田市・相模原市の一部

H17 H22 H27

（人/日）

31,627

16,667

27,157

19,580

26,322 27,096

0

10,000

20,000

30,000

40,000

発生量 集中量

さいたま市（中央区）

H17 H22 H27

（人/日）

48,612
41,84241,532

35,35237,157 39,946

0

20,000

40,000

60,000

発生量 集中量

千葉市（美浜区）

H17 H22 H27

（人/日）

59,244

2,121,899

70,335

2,127,366

78,251

2,138,731

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

2,500,000

発生量 集中量

都心３区（千代田・中央・港区）

H17 H22 H27

（人/日）

173,883

1,069,233

175,745

1,016,480

211,218

1,144,015

0

500,000

1,000,000

1,500,000

発生量 集中量

副都心３区（新宿、豊島、渋谷区）

H17 H22 H27

（人/日）

大都市交通センサス_本文.indd   164 2018/09/25   11:55



- 156 - 
 

③地域ブロック別流動種類別利用者数の推移 

• 地域ブロック間ＯＤ量の伸び率を、地域内々と地域内外の流動種類別にみると、多く

の地域で地域内外に比べ、地域内々の定期券利用者が増加している。地域内外の伸び

率の方が大きく、かつ増加しているのは副都心２区のみである。全体的に定期券利用

のＯＤが短距離化する傾向がみられる。  
 

 

図 6-2-12 地域ブロック別流動種類別利用者数の推移（定期券利用）（近畿圏） 
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６－３ 業務核都市等の輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①分析対象地域（業務核都市等） 

• 分析対象とする地域及び分析対象ゾーンは以下のとおりである。 

 

 表 6-3-1 分析対象地域及び分析対象ゾーン 

 

 

②都市別発生量・集中量の変化 

• 定期券利用の発生量は、川崎市（川崎区）、町田市・相模原市等で増加、さいたま市（中

央区）や千葉市（美浜区）で減少している。  
• 定期券利用の集中量は、さいたま市（中央区）、千葉市（美浜区）、副都心３区で増加

が顕著である。  
 

 

図 6-3-1 都市別発生量・集中量の変化（定期券利用）（首都圏） 
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③発生量・集中量の伸び率による都市の類型化 

• 業務核都市を発生量、集中量の伸び率で類型化すると、町田市・相模原市、副都心３区、

横浜市は、発生量・集中量ともに増加しており、居住地・業務地として成長傾向、さいた

ま市、千葉市は発生量は減少、集中量が増加しており、業務地としての成長傾向がみられ

る。 

 

 

図 6-3-2 都市別発生量・集中量の伸び率のプロット図（定期券利用）（首都圏） 
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④都市への平均所要時間の変化 

• 各業務核都市への通勤の平均所要時間の推移をみると、さいたま市、千葉市等で平均

所要時間が短くなる傾向がみられる。その他の都市は大きな変化はみられない。  

 

 

図 6-3-3 都市への平均所要時間の変化（通勤定期券利用）（首都圏） 
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（２）中京圏 

①分析対象地域（業務核都市等） 

• 分析対象とする地域及び分析対象ゾーンは以下のとおりである。 

 

 表 6-3-3 分析対象地域及び分析対象ゾーン 

 

 

 

図 6-3-4 豊田市の一部（市街地）の範囲 
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豊田市の一部（市街地）豊田市

都心４区
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②都市別発生量・集中量の変化 

• 定期券利用者の集中量は、豊田市、都心４区ともに増加している。  

• 発生量は、最近５年間では、豊田市は減少、都心４区は増加している。  
 

 

図 6-3-5 都市別発生量・集中量の変化（定期券利用）（中京圏） 

 

 

③発生量・集中量の伸び率による都市の類型化 

• 業務核都市を発生量、集中量の伸び率で類型化すると、都心４区は、発生量・集中量とも

に増加しており、居住地・業務地として成長、豊田市は発生量は減少、集中量は増加して

おり、業務核都市として成長している。 

 

 

図 6-3-6 都市別発生量・集中量の伸び率のプロット図（定期券利用）（中京圏） 

 

表 6-3-4 都市別人口の変化（中京圏） 
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④出発地分布の変化 

• 業務核都市への通勤定期券利用者の変化を出発地域別にみると、都心４区は、名古屋

市その他区部からの集中量が増加している。  

• 豊田市は豊田加茂以外に名古屋市その他区部からの集中量が多い。  

 

 

 

図 6-3-7 出発地域別集中量の変化（通勤定期券利用）（中京圏） 
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（３）近畿圏 

①分析対象地域（業務核都市等） 

• 分析対象とする地域及び分析対象ゾーンは以下のとおりである。 

 

 表 6-3-5 分析対象地域及び分析対象ゾーン 

 

注）堺市は H17 時点で政令指定都市ではない（区分けされていない）ため、全域で

集計した。 

 

 

②都市別発生量・集中量（定期券利用者）の変化 

• 定期券利用の発生量は、都心３区、副都心 2 区、神戸市、京都市で増加している。  
• 定期券利用の集中量は、神戸市での増加が顕著であり、京都市、都心３区は近年５年間

では横ばい、副都心２区はやや減少傾向である。  
 

 

図 6-3-8 都市別発生量・集中量の変化（定期券利用）（近畿圏） 
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④出発地分布の変化 
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（３）近畿圏 

①分析対象地域（業務核都市等） 

• 分析対象とする地域及び分析対象ゾーンは以下のとおりである。 

 

 表 6-3-5 分析対象地域及び分析対象ゾーン 

 

注）堺市は H17 時点で政令指定都市ではない（区分けされていない）ため、全域で

集計した。 

 

 

②都市別発生量・集中量（定期券利用者）の変化 

• 定期券利用の発生量は、都心３区、副都心 2 区、神戸市、京都市で増加している。  
• 定期券利用の集中量は、神戸市での増加が顕著であり、京都市、都心３区は近年５年間

では横ばい、副都心２区はやや減少傾向である。  
 

 

図 6-3-8 都市別発生量・集中量の変化（定期券利用）（近畿圏） 
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③発生量・集中量の伸び率による都市の類型化 

• 業務核都市を発生量、集中量の伸び率で類型化すると、神戸市は、発生量・集中量とも

に増加しており、居住地・業務地として成長傾向、京都市、都心３区は発生量は増加、

集中量は横ばいとなっている。堺市は集中量が増加し、業務地として成長傾向となって

いる。 

 

 

図 6-3-9 都市別発生量・集中量の伸び率のプロット図（定期券利用）（近畿圏） 

 

表 6-3-6 都市別人口の変化（近畿圏） 
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神戸市（中央区） 126,393 135,153 1.069 63,116 62,279 0.987 211,605 212,416 1.004

京都市３区 267,857 277,122 1.035 152,227 144,634 0.950 267,297 266,459 0.997
都心３区 272,137 309,166 1.136 137,341 135,364 0.986 885,375 867,998 0.980
副都心２区 131,520 145,495 1.106 60,891 56,882 0.934 139,427 136,447 0.979
堺市（全域） 841,966 839,310 0.997 457,981 445,343 0.972 387,723 388,036 1.001

夜間人口 就業・就学人口 従業・通学人口
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④出発地分布の変化 

• 業務核都市への通勤定期券利用者の変化を出発地域別にみると、神戸市は、市内から

の集中量が増加している。  

• 都心３区、副都心２区は、広範な地域から集中しているが、減少している地域が多い。 

 

 

 

図 6-3-10 出発地域別集中量の変化（通勤定期券利用）（近畿圏） 
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③発生量・集中量の伸び率による都市の類型化 

• 業務核都市を発生量、集中量の伸び率で類型化すると、神戸市は、発生量・集中量とも

に増加しており、居住地・業務地として成長傾向、京都市、都心３区は発生量は増加、

集中量は横ばいとなっている。堺市は集中量が増加し、業務地として成長傾向となって

いる。 

 

 

図 6-3-9 都市別発生量・集中量の伸び率のプロット図（定期券利用）（近畿圏） 

 

表 6-3-6 都市別人口の変化（近畿圏） 
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京都市３区 267,857 277,122 1.035 152,227 144,634 0.950 267,297 266,459 0.997
都心３区 272,137 309,166 1.136 137,341 135,364 0.986 885,375 867,998 0.980
副都心２区 131,520 145,495 1.106 60,891 56,882 0.934 139,427 136,447 0.979
堺市（全域） 841,966 839,310 0.997 457,981 445,343 0.972 387,723 388,036 1.001
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④出発地分布の変化 

• 業務核都市への通勤定期券利用者の変化を出発地域別にみると、神戸市は、市内から

の集中量が増加している。  

• 都心３区、副都心２区は、広範な地域から集中しているが、減少している地域が多い。 

 

 

 

図 6-3-10 出発地域別集中量の変化（通勤定期券利用）（近畿圏） 
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６－４ 大規模開発と輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①分析対象地区・駅 

分析対象とする地区及び駅は以下のとおりである。 

・豊洲地区 

・東京スカリツリー地区 

・武蔵小杉地区 

 

 表 6-4-1 分析対象地区及び駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 事業者名 路線名 駅名

H27 東京地下鉄 有楽町線 豊洲

ゆりかもめ 東京臨海新交通臨海線 豊洲

東武鉄道 伊勢崎線（１） とうきょうスカイツリー

東京地下鉄 半蔵門線 押上

東武鉄道 伊勢崎線（２） 押上

東京都交通局 浅草線 押上

東日本旅客鉄道 南武線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 横須賀線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 湘南新宿ライン 武蔵小杉

東京急行電鉄 東横線 武蔵小杉

東京急行電鉄 目黒線 武蔵小杉

地区名 事業者名 路線名 駅名

H22 東京地下鉄 有楽町線 豊洲

ゆりかもめ                東京臨海新交通臨海線     豊洲                   

東武鉄道 伊勢崎線（１） 業平橋

東京都交通局 浅草線 押上

東京地下鉄 半蔵門線 押上

東武鉄道 伊勢崎線（２） 押上

東日本旅客鉄道 南武線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 横須賀線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 湘南新宿ライン 武蔵小杉

東京急行電鉄 東横線 武蔵小杉

東京急行電鉄 目黒線 武蔵小杉

地区名 事業者名 路線名 駅名

豊洲地区 東京地下鉄 有楽町線 豊洲

東武鉄道 伊勢崎線 業平橋

東京都交通局 浅草線 押上

東京地下鉄 半蔵門線 押上

東武鉄道 伊勢崎線 押上

東日本旅客鉄道 南武線 武蔵小杉

東京急行電鉄 東横線 武蔵小杉

東京急行電鉄 目黒線 武蔵小杉

H17

豊洲地区            

東京スカイツリー地区

武蔵小杉地区          

豊洲地区            

武蔵小杉地区          

東京スカイツリー地区

東京スカイツリー地区

武蔵小杉地区
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②地区別初乗り人員・最終降車人員の変化 

• 豊洲地区では、最終降車人員が最近５年間で約 1.3 倍に増加した。 

• 東京スカイツリー地区では、初乗り・最終降車人員がそれぞれ約 1.3 倍、1.2 倍に増加

した。 

• 武蔵小杉地区では、初乗り人員が最近５年間で約 1.8 倍に大きく増加した。  
 

 

 

 

図 6-4-1 大規模開発地区の周辺駅の初乗り・最終降車人員の推移（定期券利用者） 
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地区 区分 H17 H22 H27 H27/H22
豊洲地区 初乗り人員 8,437 15,067 14,840 0.98

最終降車人員 20,962 35,887 46,323 1.29
東京スカイツリー地区 初乗り人員 5,872 7,793 9,858 1.26

最終降車人員 6,843 9,642 11,835 1.23
武蔵小杉地区 初乗り人員 16,087 19,330 34,670 1.79

最終降車人員 20,382 27,398 28,640 1.05
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６－４ 大規模開発と輸送需要変化に関する分析 

（１）首都圏 

①分析対象地区・駅 

分析対象とする地区及び駅は以下のとおりである。 

・豊洲地区 

・東京スカリツリー地区 

・武蔵小杉地区 

 

 表 6-4-1 分析対象地区及び駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 事業者名 路線名 駅名

H27 東京地下鉄 有楽町線 豊洲

ゆりかもめ 東京臨海新交通臨海線 豊洲

東武鉄道 伊勢崎線（１） とうきょうスカイツリー

東京地下鉄 半蔵門線 押上

東武鉄道 伊勢崎線（２） 押上

東京都交通局 浅草線 押上

東日本旅客鉄道 南武線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 横須賀線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 湘南新宿ライン 武蔵小杉

東京急行電鉄 東横線 武蔵小杉

東京急行電鉄 目黒線 武蔵小杉

地区名 事業者名 路線名 駅名

H22 東京地下鉄 有楽町線 豊洲

ゆりかもめ                東京臨海新交通臨海線     豊洲                   

東武鉄道 伊勢崎線（１） 業平橋

東京都交通局 浅草線 押上

東京地下鉄 半蔵門線 押上

東武鉄道 伊勢崎線（２） 押上

東日本旅客鉄道 南武線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 横須賀線 武蔵小杉

東日本旅客鉄道 湘南新宿ライン 武蔵小杉

東京急行電鉄 東横線 武蔵小杉

東京急行電鉄 目黒線 武蔵小杉

地区名 事業者名 路線名 駅名

豊洲地区 東京地下鉄 有楽町線 豊洲

東武鉄道 伊勢崎線 業平橋

東京都交通局 浅草線 押上

東京地下鉄 半蔵門線 押上

東武鉄道 伊勢崎線 押上

東日本旅客鉄道 南武線 武蔵小杉

東京急行電鉄 東横線 武蔵小杉

東京急行電鉄 目黒線 武蔵小杉

H17

豊洲地区            

東京スカイツリー地区

武蔵小杉地区          

豊洲地区            

武蔵小杉地区          

東京スカイツリー地区

東京スカイツリー地区

武蔵小杉地区
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②地区別初乗り人員・最終降車人員の変化 

• 豊洲地区では、最終降車人員が最近５年間で約 1.3 倍に増加した。 

• 東京スカイツリー地区では、初乗り・最終降車人員がそれぞれ約 1.3 倍、1.2 倍に増加

した。 

• 武蔵小杉地区では、初乗り人員が最近５年間で約 1.8 倍に大きく増加した。  
 

 

 

 

図 6-4-1 大規模開発地区の周辺駅の初乗り・最終降車人員の推移（定期券利用者） 
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転地区

観光ランドマーク整備に

連動したオフィス、商業施
設、住居整備地区

（単位：人/日）

地区 区分 H17 H22 H27 H27/H22
豊洲地区 初乗り人員 8,437 15,067 14,840 0.98

最終降車人員 20,962 35,887 46,323 1.29
東京スカイツリー地区 初乗り人員 5,872 7,793 9,858 1.26

最終降車人員 6,843 9,642 11,835 1.23
武蔵小杉地区 初乗り人員 16,087 19,330 34,670 1.79

最終降車人員 20,382 27,398 28,640 1.05
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③最終降車人員の居住地分布、初乗り人員の目的地分布の変化 

• 各地区の最終降車人員の出発地、又は初乗り人員の目的地の 3 時点の推移をみると、豊

洲地区ではその他 23 区やその他千葉県からの定期券利用者が大きく増加している。  
• 武蔵小杉地区は、都心３区やその他 23 区を目的地とする定期券利用者が大きく増加し

ている。  

 

 

図 6-4-2 各地区の最終降車人員の居住地分布、又は初乗り人員の目的地分布の推移（定期券利用） 

 

 

図 6-4-3 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（武蔵小杉地区） 
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（２）中京圏 

①分析対象地区・駅 

分析対象とする地区及び駅は以下のとおりである。 

・名古屋駅周辺地区 

 

 表 6-4-2 分析対象地区及び駅 

 

 

②地区別初乗り人員・最終降車人員の変化 

• 名古屋駅周辺地区では、定期券利用者の最終降車人員が最近 5 年間で 22％増加した。  
 

 

  

 
図 6-4-4 大規模開発地区の周辺駅の初乗り・最終降車人員の推移（定期券利用者） 
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東海旅客鉄道 東海道本線 名古屋

東海旅客鉄道 関西本線 名古屋

東海旅客鉄道 中央本線 名古屋

東海旅客鉄道 東海道新幹線 名古屋

名古屋市交通局 東山線 名古屋

名古屋市交通局 桜通線 名古屋

名古屋鉄道 名古屋本線 名鉄名古屋

近畿日本鉄道 名古屋線 近鉄名古屋

名古屋臨海高速鉄道 あおなみ線 名古屋
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③最終降車人員の居住地分布、初乗り人員の目的地分布の変化 

• 各地区の最終降車人員の出発地、又は初乗り人員の目的地の 3 時点の推移をみると、豊

洲地区ではその他 23 区やその他千葉県からの定期券利用者が大きく増加している。  
• 武蔵小杉地区は、都心３区やその他 23 区を目的地とする定期券利用者が大きく増加し

ている。  

 

 

図 6-4-2 各地区の最終降車人員の居住地分布、又は初乗り人員の目的地分布の推移（定期券利用） 

 

 

図 6-4-3 500ｍメッシュ別人口の変化（H27-H22）（武蔵小杉地区） 
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（２）中京圏 

①分析対象地区・駅 

分析対象とする地区及び駅は以下のとおりである。 

・名古屋駅周辺地区 

 

 表 6-4-2 分析対象地区及び駅 

 

 

②地区別初乗り人員・最終降車人員の変化 

• 名古屋駅周辺地区では、定期券利用者の最終降車人員が最近 5 年間で 22％増加した。  
 

 

  

 
図 6-4-4 大規模開発地区の周辺駅の初乗り・最終降車人員の推移（定期券利用者） 

 
 

 

 

 

 

 

地区名 事業者名 路線名 駅名

東海旅客鉄道 東海道本線 名古屋

東海旅客鉄道 関西本線 名古屋

東海旅客鉄道 中央本線 名古屋

東海旅客鉄道 東海道新幹線 名古屋
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③最終降車人員の居住地分布、初乗り人員の目的地分布の変化 

• 大規模開発地区の最終降車人員を出発地ブロック別にみると、名古屋駅周辺地区は、名

古屋市その他区部からの定期券利用者が多く、最近５年間で増加している。  
• その他地域では、海部津島、尾張西部、尾張北部、知多、北勢南部等からも５千人程度

の定期券利用者がある。  
 

 

図 6-4-5 各地区の最終降車人員の居住地分布、又は初乗り人員の目的地分布の推移（定期券利用） 
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（３）近畿圏 

①分析対象地区・駅 

分析対象とする地区及び駅は以下のとおりである。 

・大阪駅周辺地区 

・あべのハルカス地区 

 

 表 6-4-3 分析対象地区及び駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 事業者名 路線名 駅名

西日本旅客鉄道 東海道本線 大阪

西日本旅客鉄道 大阪環状線 大阪

西日本旅客鉄道 福知山線 大阪

阪神電気鉄道 本線 梅田

阪神電気鉄道 本線 福島

阪急電鉄 神戸本線 梅田

阪急電鉄 神戸本線 中津

阪急電鉄 宝塚本線 梅田

阪急電鉄 宝塚本線 中津

阪急電鉄 京都本線 梅田

大阪市交通局 御堂筋線 中津

大阪市交通局 御堂筋線 梅田

大阪市交通局 谷町線 東梅田

大阪市交通局 四つ橋線 西梅田

西日本旅客鉄道 大阪環状線 天王寺

西日本旅客鉄道 関西本線 天王寺

西日本旅客鉄道 阪和線 天王寺

近畿日本鉄道 南大阪線 大阪阿部野橋

大阪市交通局 御堂筋線 天王寺

大阪市交通局 谷町線 天王寺

大阪市交通局 谷町線 阿倍野

阪堺電気軌道 上町線 天王寺駅前

阪堺電気軌道 上町線 阿倍野

大阪駅周辺地区

あべのハルカス地区
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③最終降車人員の居住地分布、初乗り人員の目的地分布の変化 

• 大規模開発地区の最終降車人員を出発地ブロック別にみると、名古屋駅周辺地区は、名

古屋市その他区部からの定期券利用者が多く、最近５年間で増加している。  
• その他地域では、海部津島、尾張西部、尾張北部、知多、北勢南部等からも５千人程度

の定期券利用者がある。  
 

 

図 6-4-5 各地区の最終降車人員の居住地分布、又は初乗り人員の目的地分布の推移（定期券利用） 
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（３）近畿圏 

①分析対象地区・駅 

分析対象とする地区及び駅は以下のとおりである。 

・大阪駅周辺地区 

・あべのハルカス地区 

 

 表 6-4-3 分析対象地区及び駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 事業者名 路線名 駅名

西日本旅客鉄道 東海道本線 大阪

西日本旅客鉄道 大阪環状線 大阪

西日本旅客鉄道 福知山線 大阪

阪神電気鉄道 本線 梅田

阪神電気鉄道 本線 福島

阪急電鉄 神戸本線 梅田

阪急電鉄 神戸本線 中津

阪急電鉄 宝塚本線 梅田

阪急電鉄 宝塚本線 中津

阪急電鉄 京都本線 梅田

大阪市交通局 御堂筋線 中津

大阪市交通局 御堂筋線 梅田

大阪市交通局 谷町線 東梅田

大阪市交通局 四つ橋線 西梅田

西日本旅客鉄道 大阪環状線 天王寺

西日本旅客鉄道 関西本線 天王寺

西日本旅客鉄道 阪和線 天王寺

近畿日本鉄道 南大阪線 大阪阿部野橋
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大阪市交通局 谷町線 天王寺

大阪市交通局 谷町線 阿倍野

阪堺電気軌道 上町線 天王寺駅前

阪堺電気軌道 上町線 阿倍野

大阪駅周辺地区

あべのハルカス地区
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②地区別初乗り人員・最終降車人員の変化 

• 大阪駅周辺地区では、最終降車人員が最近５年間で２％増加した。  
• あべのハルカス地区では、最終降車人員が最近５年間で８％増加した。  

 
 

 

 
図 6-4-6 大規模開発地区の周辺駅の初乗り・最終降車人員の推移（定期券利用者） 
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• 大規模開発地区の最終降車人員を出発地ブロック別にみると、大阪駅周辺地区は、大阪

市北東部、大阪市その他区部、阪神臨海地域からの定期券利用者が多い。  
• あべのハルカス地区は、大阪市その他区部、南河内、泉北、北和からの定期券利用者が

多く、大阪市その他区部からの定期券利用者が最近５年間で増加している。  
 

 

図 6-4-7 各地区の最終降車人員の居住地分布、又は初乗り人員の目的地分布の推移（定期券利用） 
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第７章 鉄道端末に関する分析 

本章では、鉄道端末交通手段に関する分析として、自宅から利用駅までの距離と利用交通手段との関

係や駅勢圏についての分析を行った。なお、時系列集計を行うため、定期券発売実績による拡大マスタ

ーデータを使用し、分析対象は定期券利用者としている。 
 

７－１ 鉄道端末交通手段の利用状況に関する分析 

（１）距離帯別にみた鉄道端末交通手段 

①首都圏 

• 駅までの距離が１km 未満では、徒歩の利用割合が最も高く、１～２km では徒歩に加え

自転車の利用割合が高くなる。２km 以上ではバスの利用割合が高くなっている。  
• 手段別にみると、徒歩は２㎞以内が多く、自転車は２㎞以上の利用が 52％を占める。バイク、

車、バスは２㎞以上での利用が７～８割を占めている。 
 

 

図 7-1-1 駅からの距離帯別にみた鉄道端末交通手段別構成比（定期券利用者） 

 

図 7-1-2 鉄道端末交通手段別にみた駅からの距離帯別構成比（定期券利用者） 

注）端末距離は居住地町丁目～利用駅までの道路距離を計測した。（幅員 5.5ｍ以上道路を対象、一方通行規制を考慮） 
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②中京圏 

• 駅までの距離が１km 未満では、徒歩の利用割合が最も高く、１～２km では自転車の利

用割合が最も高くなる。２km 以上では車の利用割合が最も高くなっている。  
• 手段別にみると、徒歩は１㎞未満が多く、自転車は１～２㎞での利用が 45％を占める。バイ

ク、車は２㎞以上での利用が約５割、バスは２㎞以上での利用が約７割を占めている。 
 

 

図 7-1-3 駅からの距離帯別にみた鉄道端末交通手段別構成比（定期券利用者） 

 

 

図 7-1-4 鉄道端末交通手段別にみた駅からの距離帯別構成比（定期券利用者） 

注）端末距離は居住地町丁目～利用駅までの道路距離を計測した。（幅員 5.5ｍ以上道路を対象、一方通行規制を考慮） 
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第７章 鉄道端末に関する分析 
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ーデータを使用し、分析対象は定期券利用者としている。 
 

７－１ 鉄道端末交通手段の利用状況に関する分析 
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図 7-1-1 駅からの距離帯別にみた鉄道端末交通手段別構成比（定期券利用者） 

 

図 7-1-2 鉄道端末交通手段別にみた駅からの距離帯別構成比（定期券利用者） 

注）端末距離は居住地町丁目～利用駅までの道路距離を計測した。（幅員 5.5ｍ以上道路を対象、一方通行規制を考慮） 
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②中京圏 

• 駅までの距離が１km 未満では、徒歩の利用割合が最も高く、１～２km では自転車の利

用割合が最も高くなる。２km 以上では車の利用割合が最も高くなっている。  
• 手段別にみると、徒歩は１㎞未満が多く、自転車は１～２㎞での利用が 45％を占める。バイ

ク、車は２㎞以上での利用が約５割、バスは２㎞以上での利用が約７割を占めている。 
 

 

図 7-1-3 駅からの距離帯別にみた鉄道端末交通手段別構成比（定期券利用者） 

 

 

図 7-1-4 鉄道端末交通手段別にみた駅からの距離帯別構成比（定期券利用者） 

注）端末距離は居住地町丁目～利用駅までの道路距離を計測した。（幅員 5.5ｍ以上道路を対象、一方通行規制を考慮） 
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③近畿圏 

• 駅までの距離が１km 未満では、徒歩の利用割合が最も高く、１～２km では徒歩に加え

自転車の利用割合が高くなる。２km 以上ではバスの利用割合が最も高くなっている。 
• 手段別にみると、徒歩は１㎞未満で多く、自転車は１～２㎞の利用が 50％を占める。バイク、

車、バスは２㎞以上での利用が５割を占めている。 
 

 

図 7-1-5 駅からの距離帯別にみた鉄道端末交通手段別構成比（定期券利用者） 

 

 

図 7-1-6 鉄道端末交通手段別にみた駅からの距離帯別構成比（定期券利用者） 

注）端末距離は居住地町丁目～利用駅までの道路距離を計測した。（幅員 5.5ｍ以上道路を対象、一方通行規制を考慮） 
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７－２ 駅勢圏に関する分析 

 

（１）路線別駅勢圏の状況 

主要路線について、ゾーン別の路線利用割合、路線利用密度を集計し、路線毎の駅勢圏を

把握した。  

＜指標の算定式＞ 

・ゾーン別路線利用割合 ＝ 沿線ゾーン（出発地ゾーン）から対象路線を利用する利用

者数÷沿線ゾーンの鉄道利用者総数（％） 

（定期券利用者（通勤・通学）） 

 

・ゾーン別路線利用密度 ＝ 沿線ゾーン（出発地ゾーン）から対象路線を利用する利用

者数÷沿線ゾーンの面積（人／㎢） 

（定期券利用者（通勤・通学）） 

 
分析対象とした路線は以下のとおりである。 

（首都圏） 

 ①ＪＲ中央線、②ＪＲ山手線、③西武新宿線、④京王線、⑤大江戸線、⑥東西線、⑦京

浜急行本線、⑧小田急線、⑨田園都市線、⑩東武東上線、⑪京成本線、⑫相模鉄道本線 

（中京圏） 

 ①ＪＲ東海道本線、②ＪＲ中央本線、③東山線、④名鉄名古屋本線、⑤近鉄名古屋線 

（近畿圏） 

 ①ＪＲ東海道本線、②ＪＲ大阪環状線、③御堂筋線、④烏丸線、⑤西神・山手線、⑥近

鉄奈良線、⑦高野線、⑧阪神本線、⑨阪急京都本線、⑩京阪本線 
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③近畿圏 

• 駅までの距離が１km 未満では、徒歩の利用割合が最も高く、１～２km では徒歩に加え

自転車の利用割合が高くなる。２km 以上ではバスの利用割合が最も高くなっている。 
• 手段別にみると、徒歩は１㎞未満で多く、自転車は１～２㎞の利用が 50％を占める。バイク、

車、バスは２㎞以上での利用が５割を占めている。 
 

 

図 7-1-5 駅からの距離帯別にみた鉄道端末交通手段別構成比（定期券利用者） 

 

 

図 7-1-6 鉄道端末交通手段別にみた駅からの距離帯別構成比（定期券利用者） 

注）端末距離は居住地町丁目～利用駅までの道路距離を計測した。（幅員 5.5ｍ以上道路を対象、一方通行規制を考慮） 
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７－２ 駅勢圏に関する分析 

 

（１）路線別駅勢圏の状況 

主要路線について、ゾーン別の路線利用割合、路線利用密度を集計し、路線毎の駅勢圏を

把握した。  

＜指標の算定式＞ 

・ゾーン別路線利用割合 ＝ 沿線ゾーン（出発地ゾーン）から対象路線を利用する利用

者数÷沿線ゾーンの鉄道利用者総数（％） 

（定期券利用者（通勤・通学）） 

 

・ゾーン別路線利用密度 ＝ 沿線ゾーン（出発地ゾーン）から対象路線を利用する利用

者数÷沿線ゾーンの面積（人／㎢） 

（定期券利用者（通勤・通学）） 

 
分析対象とした路線は以下のとおりである。 

（首都圏） 

 ①ＪＲ中央線、②ＪＲ山手線、③西武新宿線、④京王線、⑤大江戸線、⑥東西線、⑦京

浜急行本線、⑧小田急線、⑨田園都市線、⑩東武東上線、⑪京成本線、⑫相模鉄道本線 

（中京圏） 

 ①ＪＲ東海道本線、②ＪＲ中央本線、③東山線、④名鉄名古屋本線、⑤近鉄名古屋線 

（近畿圏） 

 ①ＪＲ東海道本線、②ＪＲ大阪環状線、③御堂筋線、④烏丸線、⑤西神・山手線、⑥近

鉄奈良線、⑦高野線、⑧阪神本線、⑨阪急京都本線、⑩京阪本線 
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１）首都圏 

 ①ＪＲ中央線 

 

図 7-2-1 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-2 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 

 

  

ＪＲ中央線

20％未満
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ＪＲ中央線

1000人/㎢未満
1000～2000
2000～3000
3000～4000
4000人/㎢以上
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②ＪＲ山手線 

 

 

図 7-2-3 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-4 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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ＪＲ山手線
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１）首都圏 

 ①ＪＲ中央線 

 

図 7-2-1 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-2 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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②ＪＲ山手線 

 

 

図 7-2-3 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-4 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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ＪＲ山手線
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③西武新宿線 

 

 

図 7-2-5 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-6 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 

  

西武新宿線
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1000人/㎢未満
1000～2000
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西武新宿線
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④京王線 

 

 

図 7-2-7 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-8 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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京王線
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③西武新宿線 

 

 

図 7-2-5 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-6 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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④京王線 

 

 

図 7-2-7 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-8 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑤大江戸線 

 

 

図 7-2-9 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-10 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑥東西線 

 

 

図 7-2-11 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-12 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑤大江戸線 

 

 

図 7-2-9 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-10 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑥東西線 

 

 

図 7-2-11 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-12 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑦京浜急行本線 

 

 

図 7-2-13 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-14 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 

  

京浜急行本線

20％未満
20～40％
40～60％
60～80％
80％以上

1000人/㎢未満
1000～2000
2000～3000
3000～4000
4000人/㎢以上

京浜急行本線

- 185 - 
 

⑧小田急線 

 

 

図 7-2-15 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-16 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑦京浜急行本線 

 

 

図 7-2-13 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-14 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑧小田急線 

 

 

図 7-2-15 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-16 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑨田園都市線 

 

 

図 7-2-17 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-18 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 

  

田園都市線

20％未満
20～40％
40～60％
60～80％
80％以上

1000人/㎢未満
1000～2000
2000～3000
3000～4000
4000人/㎢以上

田園都市線

- 187 - 
 

⑩東武東上線 

 

 

図 7-2-19 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-20 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑨田園都市線 

 

 

図 7-2-17 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-18 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑩東武東上線 

 

 

図 7-2-19 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-20 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑪京成本線 

 

 

図 7-2-21 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-22 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑫相模鉄道本線 

 

 

図 7-2-23 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-24 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑪京成本線 

 

 

図 7-2-21 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-22 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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⑫相模鉄道本線 

 

 

図 7-2-23 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（首都圏） 

 

 

図 7-2-24 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（首都圏） 
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２）中京圏 

①ＪＲ東海道本線 

 

 

図 7-2-25 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-26 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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②ＪＲ中央本線 

 

 

図 7-2-27 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-28 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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２）中京圏 

①ＪＲ東海道本線 

 

 

図 7-2-25 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-26 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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②ＪＲ中央本線 

 

 

図 7-2-27 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-28 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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③東山線 

 

 

図 7-2-29 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-30 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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④名鉄名古屋本線 

 

 

図 7-2-31 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-32 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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③東山線 

 

 

図 7-2-29 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-30 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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⑤近鉄名古屋線 

 

 

図 7-2-33 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-34 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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３）近畿圏 

①ＪＲ東海道本線 

 

 

図 7-2-35 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-36 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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ＪＲ東海道本線
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⑤近鉄名古屋線 

 

 

図 7-2-33 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（中京圏） 

 

 

図 7-2-34 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（中京圏） 
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３）近畿圏 

①ＪＲ東海道本線 

 

 

図 7-2-35 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-36 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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②ＪＲ大阪環状線 

 

 

図 7-2-37 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-38 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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③御堂筋線 

 

 

図 7-2-39 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-40 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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図 7-2-37 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 
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③御堂筋線 
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④烏丸線 

 

 

図 7-2-41 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-42 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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- 199 - 
 

⑤西神・山手線 

 

 

図 7-2-43 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-44 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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④烏丸線 

 

 

図 7-2-41 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-42 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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⑤西神・山手線 

 

 

図 7-2-43 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-44 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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⑥近鉄奈良線 

 

 

図 7-2-45 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-46 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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⑦高野線 

 

 

図 7-2-47 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-48 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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⑧阪神本線 

 

 

図 7-2-49 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-50 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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⑨阪急京都本線 

 

 

図 7-2-51 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-52 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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⑩京阪本線 

 

 

図 7-2-53 沿線ゾーン別路線利用割合（定期券利用者）（近畿圏） 

 

 

図 7-2-54 沿線ゾーン別路線利用密度（定期券利用者）（近畿圏） 
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（２）地域別の鉄道利用状況 

地域別にみた定期券利用者の初乗り・最終降車での鉄道利用状況を把握した。 

 

＜指標の算定式＞ 

・ゾーン別初乗り乗車密度 ＝出発地ゾーン別初乗り乗車人員（定期券利用者（通勤・通学）） 

÷沿線ゾーンの面積（人／㎢） 

・ゾーン別最終降車密度  ＝到着地ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学）） 

÷沿線ゾーンの面積（人／㎢） 

 

ゾーン別初乗り乗車密度、最終降車密度は、東京都 23 区、名古屋市、大阪市を分析対象地

域とした。 

（首都圏） 

 ①東京都 23 区 

（中京圏） 

 ①名古屋市 

（近畿圏） 

 ①大阪市 
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１）首都圏 

＜初乗り乗車密度＞ 

 

図 7-2-55 ゾーン別初乗り乗車密度（定期券利用者（通勤・通学））（東京都 23 区）（首都圏） 

 

＜最終降車密度＞ 

 

図 7-2-56 ゾーン別最終降車密度（定期券利用者（通勤・通学））（東京都 23 区）（首都圏） 
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２）中京圏 

＜初乗り乗車密度＞ 

 

図 7-2-57 ゾーン別初乗り乗車密度（定期券利用者（通勤・通学））（名古屋市）（中京圏） 

 

＜最終降車密度＞ 

 

図 7-2-58 ゾーン別最終降車密度（定期券利用者（通勤・通学））（名古屋市）（中京圏） 
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図 7-2-57 ゾーン別初乗り乗車密度（定期券利用者（通勤・通学））（名古屋市）（中京圏） 

 

＜最終降車密度＞ 

 

図 7-2-58 ゾーン別最終降車密度（定期券利用者（通勤・通学））（名古屋市）（中京圏） 
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３）近畿圏 

＜初乗り乗車密度＞ 

 

図 7-2-59 ゾーン別初乗り乗車密度（定期券利用者（通勤・通学））（大阪市）（近畿圏） 

 

＜最終降車密度＞ 

 

図 7-2-60 ゾーン別最終降車密度（定期券利用者（通勤・通学））（大阪市）（近畿圏） 
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（３）主要ターミナル駅の鉄道利用状況 

主要ターミナル駅を対象として、定期券利用者の最終降車での鉄道利用状況を把握した。 

 

＜指標の算定式＞ 

・ゾーン別最終降車人員＝到着地ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学）） 

   ※ゾーン面積での基準化は行っていない。 

 

分析対象としたターミナルは以下のとおりである。 

（首都圏） 

 ①東京関連（東京、大手町、二重橋前） 

②新宿関連（新宿、新宿三丁目、新宿西口、西武新宿） 

③渋谷 

④池袋 

⑤横浜 

（中京圏） 

 ①名古屋（名古屋、名鉄名古屋、近鉄名古屋） 

②金山 

③大曽根 

（近畿圏） 

 ①大阪・梅田（大阪、梅田） 

 ②天王寺（天王寺、天王寺駅前、大阪阿部野橋） 

③難波（難波、なんば、大阪難波） 

④京橋 
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１）首都圏 

①東京関連（東京、大手町、二重橋前） 

 

図 7-2-61 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（東京関連） 

 

②新宿関連（新宿、新宿三丁目、新宿西口、西武新宿） 

 

 

図 7-2-62 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（新宿関連） 
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③渋谷 

 

図 7-2-63 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（渋谷） 

 

④池袋 

 

図 7-2-64 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（池袋） 
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③渋谷 

 

図 7-2-63 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（渋谷） 
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図 7-2-64 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（池袋） 
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⑤横浜 

 

図 7-2-65 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（横浜） 
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２）中京圏 

①名古屋（名古屋、名鉄名古屋、近鉄名古屋） 

 

図 7-2-66 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（名古屋） 

 

②金山 

 

 

図 7-2-67 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（金山） 
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⑤横浜 

 

図 7-2-65 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（横浜） 
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２）中京圏 

①名古屋（名古屋、名鉄名古屋、近鉄名古屋） 

 

図 7-2-66 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（名古屋） 
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図 7-2-67 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（金山） 
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③大曽根 

 

図 7-2-68 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（大曽根） 
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３）近畿圏 

①大阪・梅田（大阪、梅田） 

 

図 7-2-69 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（大阪・梅田） 

 

②天王寺（天王寺、天王寺駅前、大阪阿倍野橋） 

 

図 7-2-70 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（天王寺） 
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③大曽根 

 

図 7-2-68 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（大曽根） 
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３）近畿圏 
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③難波（難波、なんば、大阪難波） 

 

図 7-2-71 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（難波） 

 

④京橋 

 

図 7-2-72 ゾーン別最終降車人員（定期券利用者（通勤・通学））（京橋） 
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第８章 政策課題・ニーズに関する分析 
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